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(57)【要約】
【課題】対象体に対する超音波診断時に長時間に亘って
取得された超音波映像及び各種測定データに関する情報
のうち、使用者が所望する時点及び区間の情報を容易に
探索及び取得できるようにする超音波診断装置及び超音
波映像の表示方法を提供すること。
【解決手段】本発明は、対象体から取得した超音波映像
を表示部の第１領域に表示し、前記超音波映像の所望す
る部位に対する測定データに関するイメージ情報を前記
表示部の第２領域に表示し、前記第２領域に表示される
前記イメージ情報は、各診断時点で取得された全測定デ
ータを時系列的に蓄積しているイメージマップを含む、
超音波診断装置及び超音波映像を表示する方法に関する
ものである。
【選択図】図３



(2) JP 2012-24572 A 2012.2.9

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象体に超音波信号を送信し、前記対象体から反射されてくる超音波信号を受信する信
号取得部と、
　前記超音波信号を利用して超音波映像と、測定データと、該測定データに関するイメー
ジ情報とを形成するように制御する制御部と、
　第１領域と、該第１領域と並んで設けられる第２領域とを有する表示部とを備える超音
波診断装置であって、
　前記対象体から取得した前記超音波映像を前記表示部の前記第１領域に表示し、
　前記超音波映像の所望する部位に対する前記測定データに関する前記イメージ情報を前
記表示部の前記第２領域に表示し、
　前記第２領域に表示される前記イメージ情報は、各診断時点で取得された全測定データ
を時系列的に蓄積しているイメージマップを含む、超音波診断装置。
【請求項２】
　前記表示部は、前記第１領域と前記第２領域と隣り合う第３領域をさらに有し、
　使用者が前記イメージマップを利用して前記測定データを探索し所望の時点を選択でき
るようにし、前記選択された時点での具体的な測定データが前記表示部の前記第３領域に
表示される請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記イメージマップは、前記蓄積される全測定データの量に応じて蓄積時間対前記測定
データのイメージ倍率が自動調節される、請求項１または２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記測定データは、血流速度を含む、請求項１ないし３のいずれかに記載の超音波診断
装置。
【請求項５】
　前記超音波診断装置は、
　前記超音波映像の前記所望の部位を選択する情報を受信する入力部と、
　前記超音波映像と、前記測定データとを保存する保存部とをさらに備え、
　前記制御部は、前記超音波信号を利用して前記超音波映像を形成し、前記超音波映像と
前記イメージ情報を前記表示部に提供し、前記入力部を通じて使用者が選択した前記イメ
ージマップ上の時点に対応する前記具体的な測定データが前記表示部の前記第３領域に表
示されるように制御し、前記測定データの一部又は全部を前記保存部に保存するように制
御する請求項２ないし４のいずれかに記載の超音波診断装置。
【請求項６】
　前記使用者が前記イメージマップを利用して前記測定データを探索し所望の時間区間を
選択できるようにし、前記選択された時間区間に対応する前記測定データが前記保存部に
保存される、請求項５に記載の超音波診断装置。
【請求項７】
　対象体から取得した超音波映像を請求項１ないし６のいずれかに記載の前記超音波診断
装置の前記表示部の前記第１領域に表示する方法であって、
　使用者が選択した前記超音波映像の特定部位に対応する測定データを取得し、これを時
系列的に蓄積してイメージ化した前記イメージマップを前記表示部の前記第２領域に表示
する段階と、
　前記イメージマップの所望の時点を選択する段階と、
　前記選択された時点に対応する具体的な測定データを前記表示部の前記第３領域に表示
する段階とを含む、超音波映像を表示する方法。
【請求項８】
　前記イメージマップは、前記蓄積される全測定データの量に応じて蓄積時間対前記測定
データのイメージ倍率が自動調節される、請求項７に記載の超音波映像を表示する方法。
【請求項９】
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　前記測定データは、血流速度を含む、請求項７または８に記載の超音波映像を表示する
方法。
【請求項１０】
　前記イメージマップを通じて前記使用者の所望する時間区間を選択する段階と、
　前記選択された所望の時間区間に対応する前記測定データを前記超音波診断装置の保存
部に保存する段階とをさらに含む、請求項７～９のいずれかに記載の超音波映像を表示す
る方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置及び超音波映像を表示する方法に関するものであり、より具
体的には、対象体に対する超音波診断時に長時間に亘って取得された超音波映像及び各種
測定データに関する情報のうち、使用者が所望する時点及び区間の前記情報を容易に探索
及び取得できるようにする超音波診断装置及び超音波映像を表示する方法に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、多様に応用されている重要な診断装置の一つである。特に、超音波
診断装置は対象体に無侵襲及び非破壊特性を有しているため、医療分野において広く利用
されている。近年の高性能超音波診断装置は、対象体内部の二次元又は三次元映像を生成
する際に利用されている。
【０００３】
　一般的に、超音波診断装置のプローブは、広帯域の超音波信号を送信及び受信するため
のトランスデューサーを備える。トランスデューサーが電気的に刺激されると、超音波信
号が生成されて対象体に伝達される。対象体から反射されてトランスデューサーに伝達さ
れる超音波エコー信号は、電気的に変換される。変換された電気的信号を増幅及び信号処
理して超音波映像データが生成される。
【０００４】
　図１は、従来の超音波診断装置の表示部の映像表示方法を説明するためのものであり、
従来は、図１に示したように対象体から反射された超音波エコー信号の大きさを明るさと
して画面に表示するＢ－モード（ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｍｏｄｅ）映像を、例えば画面
の上段に表示し、このＢ－モード映像のうち、使用者が設定した特定部位（点線）に対応
する位置での血流速度等の対象体の測定情報或いは生体情報をその下の領域に表示してい
た。これにより、前記特定部位での該当測定情報が時間の経過に応じて表示されていた。
【０００５】
　さらに、従来の超音波診断装置では、該当時点での映像が全体診断区間のどの位置に該
当するかを表すためにレンジバー（ｒａｎｇｅ ｂａｒ）（図１の下段表示部分）を提供
していた。これにより、使用者は現在表示されている映像が全体診断区間のどの程度の時
点での映像かを該レンジバーから確認していた。
【０００６】
　このように、従来の超音波診断装置において、使用者は単に表示部の画面に映し出され
るレンジバーにより、表示されている映像が全体診断区間のどの時点かを確認できただけ
で、実際に使用者自身が探そうとしている関心区間（例えば血流の速度が過多に増加して
いる区間）の映像は、簡単に確認できなかった。即ち、表示部の画面には現在時点付近の
映像又はレンジバーで選択された時点付近の映像が表示されるだけで、長時間の超音波診
断区間中で異常反応が起こった区間が全体診断区間のどこに位置しているかを簡単に確認
することはできなかった。よって、使用者がこれを確認するためには、超音波診断装置に
備えられたトラックボール（ｔｒａｃｋ　ｂａｌｌ）等を利用して全体区間をゆっくり移
動させながらその関心区間を一つ一つ探さなければならないという煩わしさがあった。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－２９４５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　よって、本発明が解決しようとする技術的課題は、対象体に対する超音波診断時に長時
間に亘って取得された超音波映像及び各種測定データに関する情報のうち、使用者が所望
する時点及び区間の情報を容易に探索及び取得できるようにする超音波診断装置及びその
診断方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、対象体に超音波信号を送信し、前記対象体から反射されてくる超音波信号を
受信する信号取得部と、前記超音波信号を利用して超音波映像と、測定データと、該測定
データに関するイメージ情報とを形成するように制御する制御部と、第１領域と、該第１
領域と並んで設けられる第２領域とを有する表示部とを備える超音波診断装置であって、
前記対象体から取得した前記超音波映像を前記表示部の前記第１領域に表示し、前記超音
波映像の所望する部位に対する前記測定データに関する前記イメージ情報を前記表示部の
前記第２領域に表示し、前記第２領域に表示される前記イメージ情報は、各診断時点で取
得された全測定データを時系列的に蓄積するイメージマップを含む、超音波診断装置を提
供する。
【００１０】
　本発明において、前記表示部は前記第１領域と前記第２領域と隣り合う第３領域をさら
に有し、使用者は前記イメージマップを利用して前記測定データを探索し所望する時点を
選択でき、前記選択した時点での具体的な測定データが前記表示部の前記第３領域に表示
されることが好ましい。
【００１１】
　本発明において、前記イメージマップは、前記蓄積される全測定データの量によって蓄
積時間対前記測定データのイメージ倍率が自動調節されることが好ましい。
【００１２】
　本発明において、前記測定データは、血流速度を含むことが好ましい。
【００１３】
　本発明において、前記超音波診断装置は、前記超音波映像の前記所望の部位を選択する
情報を受信する入力部と、前記超音波映像と、前記測定データとを保存する保存部とをさ
らに備え、前記制御部は、前記超音波信号を利用して前記超音波映像を形成し、前記超音
波映像と前記イメージ情報を前記表示部に提供し、前記入力部を通じて使用者が選択した
前記イメージマップ上の時点に対応する前記具体的な測定データが前記表示部の前記第３
領域に表示されるように制御し、前記測定データの一部又は全部を前記保存部に保存する
ように制御することが好ましい。
【００１４】
　本発明において、前記使用者は前記イメージマップを利用して前記測定データを探索し
所望する時間区間を選択でき、前記選択した時間区間に対応する前記測定データが前記保
存部に保存されることが好ましい。
【００１５】
　また、本発明は対象体から取得した超音波映像を前記超音波診断装置の前記表示部の前
記第１領域に表示する方法であり、使用者が選択した前記超音波映像の特定部位に対応す
る測定データを取得し、これを時系列的に蓄積してイメージ化した前記イメージマップを
前記表示部の前記第２領域に表示する段階と、前記イメージマップの所望する時点を選択
する段階と、前記選択された時点に対応する具体的な測定データを前記表示部の前記第３
領域に表示する段階とを含む超音波映像を表示する方法を提供する。
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【００１６】
　本発明において、前記イメージマップは前記蓄積される全測定データの量に応じて蓄積
時間対前記測定データのイメージ倍率が自動調節されることが好ましい。
【００１７】
　本発明において、前記測定データは血流速度を含むことが好ましい。
【００１８】
　本発明において、前記イメージマップにより前記使用者の所望する時間区間を選択する
段階と、前記選択された所望する時間区間に対応する前記測定データを前記超音波診断装
置の保存部に保存する段階とをさらに含むことが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明にかかる超音波診断装置及びその診断方法は、対象体に対する超音波診断時に使
用者が長時間に亘って取得した超音波映像及び各種測定データに関する情報から所望する
時点及び区間の情報を容易に探索及び取得できるようにし、また、所望する区間について
はそれを選択してそれに対応するデータを保存することにより後に有用に活用できるよう
にする。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】従来の超音波診断装置の表示部の映像表示方法を説明するためのものである。
【図２】本発明による一実施例にかかる超音波診断装置の構成を図示したものである。
【図３】本発明による一実施例にかかる超音波診断装置の表示部の映像表示方法を説明す
るためのものである。
【図４】前記本実施例のイメージマップにおいて、時間の経過によるイメージ倍率の変化
を説明するためのものである。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、実施例によって本発明をより詳しく説明する。これら実施例は、単に本発明を例
示するためのものであり、本発明の権利保護範囲がこれら実施例によって制限されるもの
ではない。
【００２２】
　図２は、本発明による一実施例にかかる超音波診断装置の構成を示したものである。
【００２３】
　図２に示したように、本実施例にかかる超音波診断装置は、入力部１００、対象体に超
音波信号を送信し、対象体から反射されてくる超音波信号を受信する信号取得部２００、
表示部４００、保存部５００、及び前記超音波信号を利用して超音波映像と測定データと
を形成し、前記超音波映像と測定データに関するイメージ情報を表示部４００に提供し、
入力部１００を通じて使用者が選択したイメージマップ上の時点に対応する具体的な測定
データが表示部４００の第３領域（図３の３０）に表示されるように制御し、前記測定デ
ータの一部又は全部を保存部５００に保存するように制御する制御部３００を含んで構成
される。
【００２４】
　このように構成された本実施例を図２～図４を参照して説明する。
【００２５】
　先ず、信号取得部２００は、超音波映像を形成するために対象体に超音波信号を送信し
、対象体から反射されてくる超音波信号(超音波エコー信号)を受信する。
【００２６】
　制御部３００は、前記信号取得部から提供される超音波信号を利用して超音波映像を形
成して表示部４００に提供する。このとき、制御部３００は、前記超音波映像を表示部４
００の画面内上段部の第１領域１０にＢ－モード（ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　ｍｏｄｅ）で
形成されるように制御する。ここで、Ｂ－モードとは、対象体から反射された超音波エコ
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ー信号の大きさを明るさとして画面に表示する診断モードを言い、実施例によってはこれ
以外の多様なモードでも前記超音波映像を画面に表示できる。
【００２７】
　また、制御部３００は、入力部１００を通じて使用者が選択した前記超音波映像の特定
部位（図３の１０の点線部分）に対応する測定データに関するイメージ情報を形成して表
示部４００に提供する。このとき、制御部３００は、前記イメージ情報を表示部４００の
画面内下段部の第２領域２０にＰＷ－モード（ｐｕｌｓｅ　ｗａｖｅ　ｍｏｄｅ）で形成
できるように制御する。本来、ＰＷ－モードとは、対象体の設定された特定部位に対する
血流速度を時間－血流速度のグラフイメージに形成化して表示する診断モードである。
【００２８】
　なお、入力部１００は、超音波映像の所望の部位を選択する情報を受信する。すなわち
、使用者が入力部１００を介して超音波映像の所望の部位を選択する。入力部１００とし
ては、使用可能な全ての使用者インターフェースが適用でき、特にタッチスクリーンの形
態に構成することもできる。
【００２９】
　ところが、本実施例では第２領域２０にイメージ情報を表示するにおいて、一般的なＰ
Ｗ－モード形態のイメージで表示するものとは差別性がある。即ち、一般的なＰＷ－モー
ドは、図１の中盤部又は図３の第３領域３０に図示されたように、各診断時点での血流速
度情報を時間の流れに従って流れるイメージ形態で図示するものであり、一定時間（数秒
～数十秒）が経過すると、既に過ぎた時点での血流速度情報は表示されない。しかし、本
実施例で第２領域２０に表示される前記イメージ情報は、それぞれの診断時点で取得され
た時系列的な全測定データである血流速度に関する情報を全て蓄積しているイメージマッ
プを含む。これにより、第２領域２０に図示する前記イメージマップを見ると、既に多く
の時間が過ぎた部分の血流速度情報であっても簡単且つ効果的に確認して、いつ血流速度
が過多に増加したという異常反応が発生した時点が分かる。
【００３０】
　但し、第２領域２０に表示されるイメージマップに全体診断時間に対する血流速度情報
が含まれるようにするために、本実施例で制御部３００は、前記イメージマップ形成時に
時間の経過によって蓄積される全測定データ（血流速度情報）の量に基づいて、診断時間
（蓄積時間）対前記測定データのイメージ倍率が自動的に調節されるようにする。即ち、
診断開始後の短時間（例えば１０秒）が経過しただけの場合は、図４の一つ目の図（上段
図）のように比較的大きいイメージの形態で表示されるようにするが、継続して時間が経
過すると、これによって時間対測定データのイメージ倍率が自動的に調節されるようにす
ることにより、継続してイメージの大きさを縮めていく。このように表示されるようにす
ることにより、診断開始後、長時間が経過しても全測定データが前記イメージマップに全
て含まれて表示されるようにすることができる。これにより、これを利用する場合、使用
者はたとえ診断開始後長時間が経過してイメージマップに表示されるイメージの大きさが
小さいとしても、異常反応が表れた時点を非常に容易に探索して見つけることができる。
【００３１】
　一方、制御部３００は、診断進行中の時点での血流速度情報に関するＰＷ－モード映像
を第３領域３０に表示するようにする。
【００３２】
　また、診断完了後又は診断中でも、使用者が前記イメージマップを利用して血流速度情
報を探索して異常反応が発生した時点を選択した場合、制御部３００はその選択された時
点での具体的な測定データ（血流速度情報）が表示部４００の中盤部第３領域３０に表示
されるようにする。このとき、第３領域３０に表示される部分は、図３の第２領域２０の
［　］で表示した部分に対応し、システムによっては使用者が選択した時点を基準に前後
一定区間が表示されるように構成することもでき、使用者が直接区間の開始時点と終了時
点を設定できるように構成することもできる。
【００３３】
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　また、制御部３００は、前記血流速度情報等の測定データの一部又は全部を保存部５０
０に保存できる。特に、使用者が前記イメージマップを利用して特定時間区間を選択した
場合、制御部３００は、前記選択した時間区間に対応する血流速度情報等の測定データ及
び／又は超音波映像を保存部５００に保存するようにできる。
【００３４】
　一方、前記では血流速度情報を含むＰＷ－モード形態のイメージマップが第２領域２０
に表示されるが、実施例によっては対象体の動きを周期的に表すモードであるＭ－モード
（Ｍｏｔｉｏｎ　ｍｏｄｅ）又はＣＷ－モード（ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｗａｖｅ　ｍｏ
ｄｅ）形態のイメージマップが表示されるようにでき、それ以外の多様なモードを適用す
ることもできる。
【００３５】
　また、別の実施形態において、信号を処理する信号処理部とプロセッサーを意味する制
御部を分離して表現した場合でも、本実施例の制御部３００はこのような実施形態を全て
含む。また、本実施例の保存部５００は、揮発性メモリ、非揮発性メモリ、内蔵メモリ、
外付けメモリ等を問わず、全ての形態のメモリ又は保存媒体を含む包括的概念で使用した
ものである。
【００３６】
　このように、本実施例によると、診断期間中に取得された測定データを蓄積しているイ
メージマップにより異常の徴候が発生した区間（例えば、血流速度の過多増加）等の関心
区間を効果的に探索して見つけることができ、またイメージマップ上の前記関心区間を選
択してその具体的な測定データを確認することができ、また必要或いは有用な情報を保存
して後に効果的に活用することができる。
【符号の説明】
【００３７】
１０　：第１領域
２０　：第２領域
３０　：第３領域
１００：入力部
２００：信号取得部
３００：制御部
４００：表示部
５００：保存部
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